
次期 長野県食と農業農村振興計画の検討にあたって 

第２期長野県食と農業農村振興計画（H25～H29）
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１ 夢ある農業を実践する経営体の育成 

(1)高い技術と経営力を持つ企業的農業経営体の育成 

(2)地域農業を支える活力ある組織経営体の育成 

(3)新規就農者の育成  

(4)企業の農業参入等の促進

食

・

消
費
者 

２ 自信と誇りを持てる信州農畜産物の生産 

(1)消費者や流通の変化を的確に捉えた農畜産物の生産振興 

(2)自然の力を活かした環境農業の推進 

(3)農畜産物の安全性確保 

(4)信州農畜産物の生産を支える農地・水、技術 

３ 信州ブランドの確立とマーケットの創出 

(1)信州農畜産物のブランドの確立 

(2)マーケット需要の把握による戦略的な生産・販路拡大 
と輸出促進 

(3)６次産業化の推進

４ 農村コミュニティの維持・構築 

(1)中山間地域等における農村コミュニティの維持・強化 

(2)都市近郊地域等における農村コミミュニティの強化

５ 地産地消と食に対する理解・活動の促進 

(1)地産地消の推進による信州農畜産物への共感 

(2)食育の推進による豊かな人間形成と健康長寿 

６ 美しい農村の維持・活用 

(1)農山村の多面的機能の維持と環境保全 

(2)農村資源の利活用の推進 

(3)安全で快適な農村環境の確保と防災・減災 

 本県の豊かな自然環境の享受と活用、本来あるべき食の姿の実現、消費者ニ

ーズの変化などを的確かつ迅速に捉えた様々な課題の克服と新たなステージへ

挑戦する機会の創出により、農業者が夢に向かって農業に取り組み、多くの人々

が本県の農村で暮らし続けたいと感じる農業・農村をめざす。 
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[農業生産構造の目標等] 

国・県の計画策定の動き 

【国の動き】 

食料・農業・農村基本計画（H27.4月） 
農業や食品産業の成長産業化を促進する「産業政策」 

多面的機能の維持・発揮を促進する「地域政策」 

食料自給力指標を設定 

[主な施策] 
輸出拡大、６次産業化の促進、経営所得安定対策、農地中間管理機構、米

政策改革、多面的機能支払制度等の推進、集落機能の維持、農協・農業委

員会改革 

農林水産業・地域の活力創造プラン（H25.12月） 
輸出促進、地産地消・食育の推進、６次産業化の推進、農地中間管理機構

の活用、日本型直接支払制度の創設、農山漁村の活性化 

H26.6月改訂 

規制改革会議・産業競争力会議の検討を踏まえ改訂 

農協・農業委員会等の改革等 

H28.11月改訂 

農業競争力強化プログラムを添付 
生産資材価格の引下げ、流通・加工の構造改革、生乳流通改革 

  など 13項目 

農林水産業の輸出力強化戦略（H28.5月策定）を添付 

輸出額１兆円達成の前倒し 

農林水産物輸出インフラ整備プログラムを添付 
ハード面・ソフト面のインフラ整備

【県の動き】 

しあわせ信州創造プラン（総合５か年計画）（H25.3月） 

長野県人口定着・確かな暮らし実現総合戦略（H27.10月） 
農業の「稼ぐ力」を伸ばす（農業の競争力強化） 

自立的な経済構造の構築（“地消地産”の推進） 

ＴＰＰ協定に係る農林業分野対応方針（H28.2月） 

長野県科学技術振興指針（H28.3月） 
農産物の安定生産と生産コストの削減による農業所得の向上 

国内外で認められる信州産農畜産物のブランド化の実現 

美しい景観や豊かな農村環境が維持・創造される農業・農村の実現 

グローバルＮＡＧＡＮＯ戦略プラン（H28.10月） 
農産物の輸出 

知的財産の活用と技術交流 

次期総合５か年計画の策定（H30.2月公表予定） 

次期計画の新たな視点 

○「産業政策＝生産者」と「地域政策＝生活者（住民）」を両

輪で進めることは今後も必要ではないか。

○安全・安心や地域内経済循環など「食や消費、流通＝消費者」

からの視点も重要ではないか。

○人材育成に関して、本県農業を中心的に担う人材育成と、地

域を支える人材の育成・確保の両視点で検討してはどうか。 

○中山間地域振興や地消地産など重点課題はプロジェクト的

に取り組んではどうか。

○第２期振興計画における施策の展開に対して、「終了する、

継続する、強化する、新規に立ち上げる」の区分で検討をし

てはどうか。

○米政策、収入保険制度、農協改革など国の新たな動きへの対

応が必要ではないか。

○国内市場の減少や国際化への対応が必要ではないか。

○人口減少社会での農村における暮らし支援の取組が必要で

はないか。

○上記を踏まえた新たな達成指標を検討してはどうか。

資料４ 

両輪で 

推進 

重点的に取り組む事項 ・ 地域別の発展方向 

将来のめざすべき姿と、実現に必要な施策の方向性 

【審議会委員の皆様からの主な意見】 

・真の経営者を育成していく必要

・農繁期の労働力の確保対策

・技術力が優れた生産者の「匠の技術」の継承

・農業経営をサポートし、地域をリードする指導者の育成

・グローバル社会に通用する農業経営の展開

・農業の働き方改革

・企業と連携した新時代農業の展開

・新技術・新品種などの戦略的な活用

・観光と連携した農業の推進

・ターゲットを絞った戦略的な海外輸出

・農業の発展につながる基盤整備の推進

・子育て支援など女性農業者の活躍支援

・次世代へつなぐ農業体験の推進

・「食」の視点からの農産物活用 
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